
■ まちづくり
■ 情報発信　など

■ 産業振興
■ 地域資源活用

■ 観光振興
■ 産学官金連携

自治体が海外でセミナー開催！
台湾企業へ直プロモーションを
成功させたストーリー。
熊本市／八代市×熊本銀行（ふくおかフィナンシャルグループ）

　
２
０
２
５
年
第
2
四
半
期
に
は
70
％
を
超
え
る
世
界
シ
ェ

ア
を
獲
得
し
た
半
導
体
製
造
大
手
の
T
S
M
C（
台
湾
積

体
電
路
製
造
）。そ
の
日
本
法
人
で
あ
る
J
A
S
M
の
第
１

工
場（
熊
本
県
菊
陽
町
）が
２
０
２
４
年
12
月
か
ら
稼
働
を

開
始
し
ま
し
た
。さ
ら
に
第
２
工
場
の
建
設
も
始
ま
り
、周

辺
自
治
体
の
多
く
が
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
地
域
経
済
に
活
か

す
べ
く
、関
連
企
業
の
誘
致
と
い
っ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

獲
得
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
F
F
G
で
も
、こ
れ
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
に
関

わ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
、台
湾
国
内
で

説
明
会
を
実
施
し
た
熊
本
市
と
八
代
市
の
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
熊
本
市
は
2
0
2
5
年
９
月
に
、台
湾
の
台
北
市
で「
熊

本
市
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
in 

台
湾
」を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
２
度
目
と
な
る
、海
外
企
業
を
対
象
と
し
た

誘
致
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
が
、前
回
を
11
社
上
回
る
63
社
80

名
の
方
が
来
場
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
携

わ
っ
た
の
が
、熊
本
銀
行
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
営
業
部
で
す
。会
場

選
定
や
通
訳
手
配
と
い
っ
た
事
務
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ

め
、熊
本
進
出
に
興
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
企
業
へ
の
周
知

な
ど
、福
岡
銀
行
台
北
駐
在
員
事
務
所
と
連
携
し
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
運
営
面
の
み
な
ら
ず
、セ
ミ

ナ
ー
当
日
は
登
壇
者
も
務
め
、外
国
企
業
が
熊
本
で
事
業

展
開
す
る
際
に
必
要
と
な
る
口
座
開
設
や
登
記
と
い
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、地
元
の
銀
行
と
い
う
立
場

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
翌
日
に
は
、台
湾
に
あ
る
半
導
体
関
連
企
業

を
訪
問
。そ
の
際
も
、現
地
事
務
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
熊
本
へ
の
投
資
意
欲
の
高
い
会
社
を
訪
問
先
と
し

て
事
前
に
選
定
。海
外
進
出
に
対
す
る
考
え
、支
援
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
な
ど
に
つ
い
て
直
接
対
話
で
き
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。熊
本
市
経
済
観
光
局
企
業
立
地
推
進
課
の
岡
島
課

長
も
、「
熊
本
銀
行
さ
ん
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、短
期
間

で
台
湾
企
業
と
多
く
の
接
点
を
持
て
た
。福
岡
銀
行
台
北

事
務
所
の
存
在
が
あ
り
が
た
く
、安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
、無
事
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
八
代
市
は
、T
S
M
C
の
本
社
が
あ
り
台
湾
の
半
導
体

拠
点
と
も
言
え
る
新
竹
市
で「
八
代
港
セ
ミ
ナ
ー
in 

台
湾
」

を
、２
０
２
５
年
９
月
に
開
催
し
ま
し
た
。台
湾
と
日
本
の

運
輸
業
や
製
造
業
な
ど
に
携
わ
る
80
人
が
参
加
。八
代
市

か
ら
は
小
野
市
長
自
ら
、八
代
市
や
八
代
港
の
魅
力
を

P
R
し
、港
湾
・ク
ル
ー
ズ
振
興
課
の
髙
田
課
長
は
、国
際
コ

ン
テ
ナ
航
路
の
定
期
便
を
持
つ
八
代
港
の
利
用
促
進
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
八
代
港
と
台
湾
の
主
要
な
港
を
結
ぶ
航
路
は
２
０
２
１

年
に
ス
タ
ー
ト
。県
内
唯
一
の
台
湾
航
路
と
し
て
、八
代
の

ほ
か
、那
覇
や
大
分
、松
山
、韓
国
釜
山
な
ど
10
の
港
を
巡
っ

て
い
ま
す
。輸
入
の
場
合
は
台
湾
出
航
後
4
日
で
荷
揚
げ

可
能
で
、輸
出
も
8
日
後
に
は
台
湾
に
到
着
し
ま
す
。髙
田

課
長
は「
水
深
が
深
く
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
停
泊
も
可
能
な

八
代
港
に
、半
導
体
製
造
に
関
連
し
た
各
種
資
材
、高
圧
ガ

ス
や
化
学
品
の
荷
揚
げ
に
適
し
た
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。八
代
は
新
幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
陸
上
ア
ク
セ
ス

も
良
い
た
め
、八
代
港
は
海
上
物
流
拠
点
と
し
て
も
最
適
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」と
、今
後
の

展
開
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
八
代
港
を
す
で
に
利
活
用
し
て
い
る
、化
学
品
総

合
物
流
の
N
R
S
株
式
会
社
に
も
、八
代
港
を
利
用
し
た

物
流
網
の
構
築
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。半

導
体
関
連
の
温
度
管
理
化
学
品
や
高
圧
ガ
ス
な
ど
の
輸
出

入
・
保
管
を
行
う
同
社
は
、八
代
港
に
つ
い
て
、菊
陽
町
ま
で

車
で
約
1
時
間
と
い
う
地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

県
内
唯
一
の
危
険
物
を
取
り
扱
え
る
港
と
い
う
点
も
大
き

な
特
徴
で
あ
る
と
わ
か
り
や
す
く
説
明
。参
加
し
た
荷
主
企

業
や
船
社・港
湾
事
業
者
も
、興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
八
代
市
の
セ
ミ
ナ
ー
も
熊
本
銀
行
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業

部
が
サ
ポ
ー
ト
。今
回
が
初
開
催
で
し
た
が
、現
地
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
突
発
的
な
こ
と
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
も
ら
え

た
と
、ご
満
足
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。今
後
も
グ
ル
ー
プ

の
多
彩
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
さ
ら
に

広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

本記事は、bank batonに
掲載された内容のダイ
ジェスト版です。
記事の全編は以下のWEB
ページにてご覧いただけ
ます。

https://www.fukuoka-fg.com/
bankbaton/story/16/

FFGは地域が抱える課題解決や
地域経済の活性化に取組んでいます
地方創生に関するお悩みをご相談ください。

お問い合わせ

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 地方創生推進グループ
TEL：（092）723-2254
MAIL：bankbaton0101@fukuoka-fg.com

記事の全編は
こ
ち
ら
か
ら

地域と銀行、つながるバトン。

昨日から今日、今日から明日。
私たちは、バトンのように日々を送る。
そこに、誰かの「こうしたい！」が加われば。
日々は生き生きと色彩を持ち始める。
地域を変える活力も、初めは小さな願いから。
地域と銀行がバトンで繋がったとき、新しい物語が、始まります。

私たちFFGは
「地域に真のゆたかさ」を実現するため、

様々な分野での地方創生に取り組んでいます。
地域と人と企業を結ぶFFGならではの視点で、
地域の魅力とそれを支える人々のストーリーを

紹介していきます。

FFG 地方創生メディア

ダイジェスト版

写真：熊本銀行ソリューション営業部
      （左から大畑、西田、土田）
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ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 地方創生推進グループ
TEL：（092）723-2254
MAIL：bankbaton0101@fukuoka-fg.com

記事の全編は
こ
ち
ら
か
ら

地域と銀行、つながるバトン。

昨日から今日、今日から明日。
私たちは、バトンのように日々を送る。
そこに、誰かの「こうしたい！」が加われば。
日々は生き生きと色彩を持ち始める。
地域を変える活力も、初めは小さな願いから。
地域と銀行がバトンで繋がったとき、新しい物語が、始まります。

私たちFFGは
「地域に真のゆたかさ」を実現するため、

様々な分野での地方創生に取り組んでいます。
地域と人と企業を結ぶFFGならではの視点で、
地域の魅力とそれを支える人々のストーリーを

紹介していきます。

FFG 地方創生メディア

ダイジェスト版

写真：熊本銀行ソリューション営業部
      （左から大畑、西田、土田）
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